
新型コロナ 感染症法上 5類引き下げ「今から 3か月もこの状況を続ける意味があるのか」

辛坊治郎が疑問呈す 

2022年 1月 31日 ニッポン放送 

辛坊治郎が 1月 30日（月）、自身がパーソナリティを

務めるニッポン放送『辛坊治郎 ズーム そこまで言う

か！』に出演。27日に岸田首相が新型コロナの感染症

法上の扱いを 5 類に引き下げると表明したことにつ

いて、「今から 3 か月もこの状況を続ける意味がある

のか」と疑問を呈した。政府は 27 日、新型コロナウ

イルスの感染症法上の扱いを、今の 2類相当から季節

性インフルエンザと同等の 5 類に引き下げることを

正式に決定し、5月 8日から実施すると発表した。 

これに辛坊は「今の 2類相当って、場合によったらエ

ボラよりきつい。そういう扱いで、ちょっと異常だろ

う」と現在の扱いについて言及。イギリスでは約１年

前から、無症状者への PCR検査を

やめ、症状のある人にのみ適切な

治療を施していると話し、そのほ

かの多くの国々でも同様の措置

がとられていると解説した。 

そのうえで、日本、韓国、中国で

は対応が遅れていたが、中国は昨

年 12 月、韓国も来月に扱いを緩

和し「大きく転換する」と指摘。

一方、日本は 3ケ月以上先である

ことを挙げ「日本はやっぱりこう

いう時、時間かかるんですよ。色

んなところのコンセンサスを得

るとか。なんで 5月 8日かという

と、もともと 4月 1日の年度変わ

りでいいんじゃないと言われて

いたが、4 月に統一地方選挙とい

う地方政治のビッグイベントが

あって、地方の自治体等が『いや

ぁ、もう面倒くさいからちょっと

4 月はやめてくれ』とか、ほなま

あ連休明けにしようかというこ

とで…今から3か月もこの状況を

続ける意味があるのか」と疑問を

呈した。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


